
注意:�すべてのｿﾌﾄｳｪｱのﾊ゙ ｼー゙ｮﾝとURLは2001年12月13日現在のものです。

AVR StudioでのAVRGCCの使用法とｲﾝｽﾄーﾙ

ここでは、AVR StudioとGNU AVR Cｺﾝﾊ゚ｲﾗ (avg-gcc) のｲﾝｽﾄーﾙと、これらでの作業方法を判り易く簡単に説明します。 ｻﾝﾌ゚ﾙ 
ﾌ゚ﾛｸ゙ﾗﾑの完全な構築(ﾋ゙ﾙﾄ゙)と、選択した目的AVRﾃ゙ﾊ゙ｲｽのSTK500開発基板上でのﾌ゚ﾛｸ゙ﾗﾐﾝｸ゙を段階的に説明します。
この説明では、以下のものを使用します。

■�2001年11月8日ﾘﾘーｽのVer 3.53以降のAVR Studio (自己展開ﾌｧｲﾙastudio.exe) [5.9M]
�このﾌｧｲﾙは、www.avrfreaks.net からﾀ゙ｳﾝﾛー ﾄ゙できます。

■�2001年12月7日以降にAVRfreaksが配布したavrgcc200112XXa_AVRfreaks.exe [8.1M]
�これには以下のものも含まれています。
�〇 Flavio GobberのElf2Coffｺﾝﾊ゙ ﾀー
�〇 Volker Othによるgcctest1-9

本説明を完全に実現するには、必要とする正確な追加ﾌｧｲﾙ(.batﾌｧｲﾙ,ﾒｲｸﾌｧｲﾙ)の全てを含む、www.avrfreaks.netから
ﾀ゙ｳﾝﾛー ﾄ゙できるavrgcc200112XXa_AVRfreaks.exeを使用することが重要です。

勿論、これらのｿﾌﾄｳｪｱ以外にSTK500開発基板(若しくは相当品)、AVRﾃ゙ﾊ゙ｲｽ(例えばAT90S8515)、Windows9x/NT/2000で動作
する標準的なﾊ゚ ｿーﾅﾙ ｺﾝﾋ゚ｭーﾀ(PC)が必要です。以降の説明はSTK500が既にPC上のCOMﾎ゚ ﾄーで動作するように設定されてい
ることが前提です。

AVR Studioのｲﾝｽﾄーﾙ

これは問題ないと思います。自己解凍ﾌｧｲﾙastudio.exeを選択したﾌｫﾙﾀ゙に解凍します。解凍完了後、そのﾌｫﾙﾀ゙内のinstall.exe
を実行します。その後は画面上の指示に従います。

AVRGCCのｲﾝｽﾄーﾙ

これはより直接的な手順で、ﾀ゙ｳﾝﾛー ﾄ゙したﾌｧｲﾙを単に
実行します。利便性を考慮し、既定ｲﾝｽﾄー ﾙ位置の
c:¥avrgccを選択します。7つのﾁｪｯｸ ﾎ゙ｯｸｽは、すべて
ﾁｪｯｸ状態のままにします。

一見、UnixToolsが不要と思われますが、これらには
make.exe及びrm.exeﾕー ﾃｨﾘﾃｨが含まれていますので
必要となります。

全ﾗｲﾌ゙ﾗﾘのｺﾝﾊ゚ｲﾙを含む完全なｲﾝｽﾄーﾙの確認のた
め、いくつかの検査を行うことが重要です。

■�ｲﾝｽﾄーﾙ中にDOS窓が現れ、1分間程度ｺﾝﾊ゚ｲﾗ出力�
�行が表示されます。

■�ｺﾝﾊ゚ｲﾙ完了時、your pop-up program is ready to run.�
�(ﾎ゚ｯﾌ゚ｱｯﾌ゚ ﾌ゚ﾛｸ゙ﾗﾑ実行可能)が表示された別のDOS�
�窓が現れます。このDOS窓はCtrl+Cｷー 押下で閉じま�
�す。

�注:�Windows2000では、この表示が現れません。

�この表示が現れなかった場合、問題がある可能性があります。ｵﾌ゙ｼ゙ｪｸﾄ ﾗｲﾌ゙ﾗﾘが適切にｺﾝﾊ゚ｲﾙされなかったかもしれません。�
�この場合、run.batﾌｧｲﾙを手動で実行する必要があります。run.batﾌｧｲﾙは、avr-gccをｲﾝｽﾄーﾙしたﾌｫﾙﾀ゙内にあります。

■�ｲﾝｽﾄーﾙ ﾌｫﾙﾀ゙に既定ﾌｫﾙﾀ゙を選択するとc:¥avrgccﾌｫﾙﾀ゙が作成され、C:¥avrgcc¥avr¥libﾌｫﾙﾀ゙にｲﾝｽﾄーﾙした日付の.oﾌｧｲﾙが�
�多数存在する筈です。もしも、これらがない場合は、run.batﾌｧｲﾙを手動で実行してください。
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avr-gccのAVR Studioでの新規ﾌ゚ﾛｼ゙ｪｸﾄの構築

AVR Studioで新規ﾌ゚ﾛｼ゙ｪｸﾄ(New project)を開き、ﾌ゚ﾛｼ゙ｪｸﾄにﾌｧｲﾙを追加して、ﾌ゚ﾛｼ゙ｪｸﾄの構築に備えてGNU make.exeに必要な
手順を与えます。avrfreaksがﾘﾘーｽするavr-gccに含まれるVolker Othのgcctestﾌｧｲﾙが例として参考になります。これらのﾌｧｲﾙ
はｲﾝｽﾄーﾙしたﾌｫﾙﾀ゙下のgcctestﾌｫﾙﾀ゙にあります。

AVR Studio 3.53での新規ﾌ゚ﾛｼ゙ｪｸﾄ作成

AVR Studioのﾒﾆｭー ﾊ゙ かーらProjectを
選択し、ﾌ゚ﾛｼ゙ｪｸﾄ ﾒﾆｭーからNewを選択
すると、Select new project ﾀ゙ｲｱﾛｸ゙が
現れます。

新規ﾌ゚ﾛｼ゙ｪｸﾄ名をProject nameに入力
し、Locationﾃｷｽﾄ ﾎ゙ｯｸｽ右側の閲覧
(ﾌ゙ﾗｳｽ゙) ﾎ゙ﾀﾝをｸﾘｯｸしてﾌ゚ﾛｼ゙ｪｸﾄ ﾌｫﾙﾀ゙ 
(この場合gcctest1)を選択します。選択
されたﾌ゚ﾛｼ゙ｪｸﾄ ﾌｫﾙﾀ゙は、avr-gcc及び
AVR Studioにより生成されたすべての
ﾌｧｲﾙの出力場所になります。これは
ﾕー ｻ゙のすべてのﾌ゚ﾛｼ゙ｪｸﾄ ﾌｧｲﾙも同様
に保持する場所であることを意味しま
す。

これら操作時、OKﾎ゙ﾀﾝをｸﾘｯｸする前にProjyect typeでGeneric 3rd party compilerが
選択されていることを確認します。AVRGCCはGeneric 3rd party compilerに該当しま
す。この選択はAVR Studioのﾏﾆｭｱﾙで上級者のみに推奨されていますが、これを選
択します。

OKﾎ゙ﾀﾝのｸﾘｯｸで、このﾌ゚ﾛｼ゙ｪｸﾄを保存します。

ﾌ゚ﾛｼ゙ｪｸﾄの概念とGNU make ﾕー ﾃｨﾘﾃｨの使用

各ﾌ゚ﾛｼ゙ｪｸﾄに新しいﾒｲｸ ﾌｧｲﾙを使用するための割り当て概念に近づけるために、各
ﾌ゚ﾛｼ゙ｪｸﾄ毎にAVR Studioのﾌ゚ﾛｼ゙ｪｸﾄを使用して割り当てます。すべてのﾌ゚ﾛｼ゙ｪｸﾄ 
ﾌｧｲﾙは同一ﾌｫﾙﾀ゙内に保持します。このﾌｫﾙﾀ゙は上記の手順内で選択したﾌｫﾙﾀ゙にな
ります。

これはAVR StudioがGeneric 3rd party compilerの適切な動作をｻﾎ゚ ﾄーするために必
要なことです。

配布版avr-gcc付属のGNU makeﾂー ﾙは、ﾌ゚ﾛｼ゙ｪｸﾄをMCU内に取得するための完全な
.hexﾌｧｲﾙにｺﾝﾊ゚ｲﾙ、ﾘﾝｸするためにﾒｲｸ ﾌｧｲﾙ内の規定を使用します。これは作業を
系統立てる、整然且つ明瞭な判り易い方法です。

ﾒｲｸ ﾌｧｲﾙ用ﾃﾝﾌ゚ﾚーﾄとして、gcctest群内に含まれるﾒｲｸ ﾌｧｲﾙを使用します。これらはgcctestﾌｫﾙﾀ゙内の各ﾒｲｸ ﾌｧｲﾙのことです。
これらは殆ど同じですが、この内の幾つかは僅かの拡張(gcctest1からgcctest2へｺﾋ゚ー しないなど)が成されています。

注:�gcctest1～9を含むAVRfreaksの配布版をﾀ゙ｳﾝﾛー ﾄ゙しなかった場合、本資料の指示に従ってﾒｲｸ ﾌｧｲﾙを編集し、比較対照を�
� 行わなければなりません。

ﾌ゚ﾛｼ゙ｪｸﾄへのﾌｧｲﾙ登録(追加)

ﾌ゚ﾛｼ゙ｪｸﾄを構成するﾌｧｲﾙを登録する必要があります。この小さなﾃｽﾄ ﾌ゚ﾛｼ゙ｪｸﾄの場合には、以下が必要です。

■�いくつかのｿーｽ ｺー ﾄ゙
■�ﾒｲｸ ﾌｧｲﾙ

Cのｿーｽ ﾌｧｲﾙgcctest1.cをﾌ゚ﾛｼ゙ｪｸﾄに含めることから始めます。

�1.�AVR Studioのﾌ゚ﾛｼ゙ｪｸﾄ ｳｨﾝﾄ゙ｳ内のSource Files上で右ｸﾘｯｸします。
�2.�Add fileを選択し、ﾌ゚ﾛｼ゙ｪｸﾄ ﾌｫﾙﾀ゙内のgcctest1.cﾌｧｲﾙを見つけます。
�3.�このﾌｧｲﾙをﾀ゙ﾌ゙ﾙｸﾘｯｸするか開くﾎ゙ﾀﾝをｸﾘｯｸします。

このﾌ゚ﾛｼ゙ｪｸﾄ用のﾒｲｸ ﾌｧｲﾙを登録/追加します。

�1.�AVR Studioのﾌ゚ﾛｼ゙ｪｸﾄ ｳｨﾝﾄ゙ｳ内のOther Files上で右ｸﾘｯｸします。
�2.�Add fileを選択し、makefileﾌｧｲﾙを見つけます。見つからない場合は、ﾌｧｲﾙの種類�
��のﾄ゙ﾛｯﾌ゚ ﾀ゙ｳﾝ ﾘｽﾄ内のAll filesを選択します。
�3.�このﾌｧｲﾙをﾀ゙ﾌ゙ﾙｸﾘｯｸするか開くﾎ゙ﾀﾝをｸﾘｯｸします。

ﾌ゚ﾛｼ゙ｪｸﾄに登録されたすべてのﾌｧｲﾙは、ﾌ゚ﾛｼ゙ｪｸﾄ ｳｨﾝﾄ゙ｳのﾌｫﾙﾀ゙ ﾂﾘー内の対応表示
のﾀ゙ﾌ゙ﾙｸﾘｯｸで、そのﾌｧｲﾙを開き編集ができます。
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ﾒｲｸ ﾌｧｲﾙ (makefile)

avr-gccをｲﾝｽﾄーﾙしたﾌｫﾙﾀ゙のｻﾌ゙ﾌｫﾙﾀ゙avrfreaks内に含まれるVolker Othによるﾃﾝﾌ゚ﾚーﾄ ﾒｲｸ ﾌｧｲﾙの内容を以下に示します。

多分、編集しなければならない行は以下のものだけです。

■�MCU = at90s8515の行。使用するAVRﾃ゙ﾊ゙ｲｽが反映されるように編集します。

■�TRG = gcctest1の行。これは対象名です。この対象名は希望する何にでも変更できますが、gcctest1は適切な名前です。この�
�gcctest群では、ｿーｽ ﾌｧｲﾙが核となる対象名と同一名を持つ必要があるようにﾒｲｸ ﾌｧｲﾙが記述されています。そうしない場合�
�は、makeがｿーｽ ﾌｧｲﾙを全く見つけられないことになります。 このことは次の行から理解できます。

�� � SRC = $(TRG).C

�注:�対象名には何れの拡張子も使用してはいけません。

ﾒｲｸ ﾌｧｲﾙ中のinclude $(AVR)/avrfreaks/avr_make行に注意してください。この行は、ﾒｲｸ手順のための多くの従属物や
ｺﾏﾝﾄ゙を含むavr-makeﾌｧｲﾙからの処理を行います。このﾌｧｲﾙはAVRfreaksからの配布版avr-gccに含まれています。このﾌｧｲﾙ
内容の概要は、本資料の付録Aを参照してください。

# Simple Makefile Volker Oth (c) 1999
# edited by AVRfreaks.net nov.2001

########### change these lines according to your project ##################

# put the name of the target mcu here (at90s8515,at90s8535,attiny22,atmega603 etc.)
� MCU = at90s8515

# put the name of the target file here (without extension)
� TRG = gcctest1

# put your C sourcefiles here
� SRC = $(TRG).c

#put additional assembler source file here
� ASRC =

#additional libraries and object files to link
� LIB =

#additional includes to compile
� INC =

#compiler flags
� CPFLAGS = -g -Os -Wall -Wstrict-prototypes -Wa,-ahlms=$(<:.c=.lst)

#linker flags
� LDFLAGS = -Wl,-Map=$(TRG).map,--cref

########### you should not need to change the following line #############
include $(AVR)/avrfreaks/avr_make

###### dependecies, add any dependencies you need here ###################
$(TRG).o : $(TRG).c

# 簡素なﾒｲｸ ﾌｧｲﾙ Volker Oth 
(c) 1999　# 2001年11月 
AVRfreaks.netにより編集
## ﾌ゚ﾛｼ゙ｪｸﾄに応じてこれらの
行を変更 ##
# 対象AVRﾃ゙ﾊ゙ｲｽ名

# 対象ﾌｧｲﾙ名(拡張子を除く)

# C ｿーｽ ﾌｧｲﾙ名

# 付加ｱｾﾝﾌ゙ﾗ ｿーｽ ﾌｧｲﾙ名

# ﾘﾝｸする付加ﾗｲﾌ゙ﾗﾘ、
ｵﾌ゙ｼ゙ｪｸﾄ ﾌｧｲﾙ名

# ｺﾝﾊ゚ｲﾙする付加ｲﾝｸﾙー ﾄ゙ 
ﾌｧｲﾙ名

# ｺﾝﾊ゚ｲﾗ用ﾌﾗｸ゙

# ﾘﾝｶ用ﾌﾗｸ゙

## 次行の変更の必要はありま
せん。 ##

## 従属物(必要な従属物を追
加) ##
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連結動作のための設定

ここまでで、すべての実行準備が整った、開かれたﾌ゚ﾛｼ゙ｪｸﾄとｿーｽ ﾌｧｲﾙ、ﾒｲｸ ﾌｧｲﾙがありますが、これらすべてを共に動作させ
るには、まだ少し作業が残っています。これらの段階完了時、後のための比較的簡単な作業継続方法が得られます。

この時点で了解しておかなければいけない幾つかを以下に示します。

■�AVR Studioはavr-gccに対して関与しません。これはｺﾝﾊ゚ｲﾙ作業開始後、AVR Studioは何処で何をするかについては関与し�
�ないということです。

■�ﾌ゚ﾛｼ゙ｪｸﾄ形式としてGeneric 3rd party compilerを選択した場合、何れのｲﾍ゙ﾝﾄ(各内部ﾌ゚ﾛｸ゙ﾗﾑ)も初期化されませんので、結果�
�的にAVR Studioはｺﾝﾊ゚ｲﾗや使われ方を不意に知ることとなります。

■�avr-gccは、ｱｾﾝﾌ゙ﾗ、ﾘﾝｶ及びunixﾂー ﾙのような他のGNU AVRﾂー ﾙと同様にｺﾏﾝﾄ゙行から実行します。これらは快適なﾕー ｻ゙ �
�ｲﾝﾀーﾌｪーｽを持っていませんが、ｺﾏﾝﾄ゙行から実行されるmakeﾌ゚ﾛｸ゙ﾗﾑにより、最も効果的に制御されます。

それではどうやってAVR Studioにavr-gccを使用させるかです。
やり方は、

� ■�環境変数によりAVR StudioがGNUﾂーﾙへのﾊ゚ｽを認識できるようにすること。

� ■�正しいﾒｲｸ ﾌｧｲﾙでmakeを実行すること。

で、従って以下となります。

� ■�正しいﾌｫﾙﾀ゙位置を指示し、makeを実行する.batﾌｧｲﾙを記述します。

� ■�対応するﾌｧｲﾙをAVR Studioに知らせます。

この手順はWin9xとWin2000/XPで僅かに異なります。

注:�以下はavr-gccがc:¥Avrgccにｲﾝｽﾄーﾙされている場合です。

Windows9x

このﾌｧｲﾙもavr-gccをｲﾝｽﾄーﾙしたﾌｫﾙﾀ゙下のavrfreaks 
ﾌｫﾙﾀ゙内にあります。ﾃｷｽﾄ ｴﾃ゙ｨﾀで開き、以下の行で構成さ
れるﾌｧｲﾙを作成します。

@echo -------- begin --------
@set AVR=c:¥AVRGCC
@set CC=avr-gcc
@set PATH=c:¥AVRGCC¥bin
make %1
@echo -------- end --------

このﾌｧｲﾙをgcc_cmp.batとして既知のWindowsﾊ゚ｽ内(例えば
c:¥windows)に保存します。

このﾌｧｲﾙではmakeﾕー ﾃｨﾘﾃｨ用に幾つかの重要な環境変数
を設定し、makeを実行します。%1引数はAVR Studioにより設
定されるﾌ゚ﾛｼ゙ｪｸﾄ ﾌｫﾙﾀ゙へのﾊ゚ｽです。既定のmakeﾕー ﾃｨﾘﾃｨ
は、このﾌｫﾙﾀ゙内でﾌｧｲﾙを検索し、makefileを呼び出します。

Windows2000/XP

Win2000では、ｺﾝﾊ゚ｲﾙを開始するためにstartﾌｧｲﾙが必要に
なります。これらのﾌｧｲﾙの両方とも、avr-gccをｲﾝｽﾄーﾙした
ﾌｫﾙﾀ゙下のavrfreaks¥win2000ﾌｫﾙﾀ゙内にあります。

@echo -------- begin --------
@start /MIN /wait cmd /c gcc_cmp2.bat %1
@type c:¥tmpout.txt
@del c:¥tmpout.txt
@echo -------- end --------

このﾌｧｲﾙをgcc_cmp.batとして、c:¥winntまたは既知の利用
可能なﾊ゚ｽ内に保存します。

次に以下の行で構成されるﾌｧｲﾙを作成します。

@set AVR=c:¥avrgcc
@set CC=avr-gcc
@set PATH=c:¥avrgcc¥bin
make.exe %1 >c:¥tmpout.txt 2>&1

このﾌｧｲﾙをgcc_cmp2.batとして、上記ﾌｧｲﾙと同一ﾌｫﾙﾀ゙に保
存します。この起動設定により、make.exeが開始され、
ｺﾝﾊ゚ｲﾗ出力表示は直接ﾌｧｲﾙに一時保存された後、AVR 
Studioのｺﾝﾊ゚ｲﾗ出力として表示され、この一時ﾌｧｲﾙはその
後削除されます。

ここは重要な段階です。
AVR Studioのtarget optionsを設定します。

■�ﾌ゚ﾛｼ゙ｪｸﾄ ｳｨﾝﾄ゙ｳ内のTarget:debugを右ｸﾘｯｸし、�
�ﾎ゚ｯﾌ゚ｱｯﾌ゚ ﾒﾆｭーからsettingsを選択します。

■�Run "compile" ･･･のﾁｪｯｸを解除します。

■�Run linker/build ･･･をﾁｪｯｸします。

■�Command line:ﾃｷｽﾄ ﾎ゙ｯｸｽに先に作成したﾊ゙ｯﾁ �
�ﾌｧｲﾙ名gcc_cmp.batを入力します。

■�Run Stage Settings欄のThen:をRun codeに切�
�り替え、If output contains the following text: �
�ﾃｷｽﾄ ﾎ゙ｯｸｽにErrors: noneと入力し、Extension �
�of object file to load:ﾃｷｽﾄ ﾎ゙ｯｸｽにobjと入力�
�します。
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AVR Studioとavr-gccでの最初のﾌ゚ﾛｼ゙ｪｸﾄ構築

ここまでで全ての実行準備が整いました。AVR Studioのﾌ゚ﾛｼ゙ｪｸﾄ ｳｨﾝﾄ゙ｳ内のmakefileｱｲｺﾝをﾀ゙ﾌ゙ﾙｸﾘｯｸし、前記別項で示された
ように入力されているかを確認します。特に対象名を設定する行が正しいか注意してください。以下の行からも明らかなように、
対象名はCのｿーｽ ﾌｧｲﾙ名と同一でなければいけません。

ﾌ゚ﾛｼ゙ｪｸﾄを構築するには、

■�AVR　Studioのﾌ゚ﾛｼ゙ｪｸﾄ ｳｨﾝﾄ゙ｳ内のTarget: debugを右ｸﾘｯｸし、ﾎ゚ｯﾌ゚ｱｯﾌ゚ ﾒﾆｭーのbuildを選択します。

これまでの全ての段階を正しく完了しているならば、このﾌ゚ﾛｼ゙ｪｸﾄは正しく構築される筈です。AVR Studio内部のｳｨﾝﾄ゙ｳに表示さ
れるmake出力を見て、ｴﾗーが報告されていなければ全て完了です。

-------- begin --------

C:¥avrgcc¥gcctest¥gcctest1¥>make
avr-gcc -c -g  -Os -Wall -Wstrict-prototypes -Wa,-ahlms=gcctest1.lst -mmcu=at90s8515 -l. gcctest1.c -o gcctest1.o
avr-gcc  gcctest1.o  -Wl,-Map=gcctest1.map,--cref -mmcu=at90s8515 -o gcctest1.elf
avr-objcopy -O avrobj -R .eeprom gcctest1.elf gcctest1.obj
avr-objcopy -O ihex -R .eeprom gcctest1.elf gcctest1.rom
elfcoff gcctest1.elf coff gcctest1.cof gcctest1.sym
Ended
cp coff¥gcctest1.cof .
cp coff¥¥*sym .
cp coff¥¥*S .
avr-objcopy -j .eeprom --set-section-flags=.eeprom="alloc,load" --change-section-lma .eeprom=0 -O ihex gcctest1.elf gcctest1.eep
Errors: none
-------- end --------

STK500でのAVRﾌ゚ﾛｸ゙ﾗﾐﾝｸ゙

STK500開発ｷｯﾄ梱包を解き、ｲﾝｽﾄーﾙし、障害対策の手助けを行うこ
とはこの資料の範囲外です。この件で問題を抱えている場合、2001年
12月にSean Ellisにより書かれたAVRfreaks.net上の記事を参照してく
ださい。但し、その前に以下の項目の確認を常に行ってください。

■�STK500が正しく接続され、電源が入っていることを確認します。

■�本ﾌ゚ﾛｼ゙ｪｸﾄ用に10ﾋ゚ﾝ ｼ゙ｬﾝﾊ゚ ｹー ﾌ゙ﾙでPORTBとLEDSｺﾈｸﾀを接続�
�します。

AVRﾃ゙ﾊ゙ｲｽ内に新しく作成したｺーﾄ゙を設定するために、AVR Studioの
ﾂー ﾙﾊ゙ 上ーのAVRﾁｯﾌ゚表示ｱｲｺﾝをｸﾘｯｸするか、ﾒﾆｭー ﾊ゙ のーToolsの
ﾒﾆｭーからSTK500/...を選択し、STK500ﾀ゙ｲｱﾛｸ゙を開きます。

■�多分、多くの設定が既定値のままになります。

■�ﾃ゙ﾊ゙ｲｽに正しいﾊ゙ｲﾅﾘが設定されることを確認します。ﾀ゙ｲｱﾛｸ゙ ﾎ゙ｯ �
�ｸｽのFlash欄にﾌ゚ﾛｼ゙ｪｸﾄ ﾌｫﾙﾀ゙内のgcctest1.hexを指定します。閲覧�
�ﾎ゙ﾀﾝでの選択で対応ﾌｧｲﾙが見えない場合は、ﾌｧｲﾙ形式のﾄ゙ﾛｯﾌ゚ �
�ﾀ゙ｳﾝ ﾘｽﾄからother filesを選択します。

■�Programﾎ゙ﾀﾝをｸﾘｯｸします。

■�ﾀ゙ｲｱﾛｸ゙下側のﾃｷｽﾄ ﾎ゙ｯｸｽの出力で、全てが正常に完了したことを�
�確認します。

STK500基板上のLEDは、再びｸﾘｽﾏｽがやって来たように点滅する筈
です。正常に動作しない場合、ｺﾝﾊ゚ｲﾗの最適化ﾚﾍ゙ﾙに起因する可能
性があります。
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ﾒｲｸ ﾌｧｲﾙの修正

ﾒｲｸ ﾌｧｲﾙのｺﾝﾊ゚ｲﾗ ﾌﾗｸ゙行を見てみます。

�#compiler flags
�� CPFLAGS = -g -Os -Wall -Wstrict-prototypes -Wa,-ahlms=$(<:.c=.lst)

-Oﾌﾗｸ゙はｺﾝﾊ゚ｲﾗの最適化ﾚﾍ゙ﾙを示します。この設定はかなり厳しい設定になっています。Cのｿーｽ ﾌｧｲﾙを調べると、LED出力間
がﾙー ﾌ゚ ｶｳﾝﾀによる遅延で行われていることが判ります。このﾀｲﾏは特定の遅延を保証するための複雑なﾀｲﾏではありません。こ
のため、最適化により、この遅延が消滅した訳です。ｺﾝﾊ゚ｲﾗは、この遅延を無用と判断し、排除したという訳です。

この遅延を動作させるには、AVR Studioのﾌ゚ﾛｼ゙ｪｸﾄ ｳｨﾝﾄ゙ｳ内のmakefileｱｲｺﾝをﾀ゙ﾌ゙ﾙｸﾘｯｸし、ﾒｲｸ ﾌｧｲﾙを編集します。次の行
を変更します。

�#compiler flags
�� CPFLAGS = -g -Os -Wall -Wstrict-prototypes -Wa,-ahlms=$(<:.c=.lst)

�#compiler flags
�� CPFLAGS = -g -O1 -Wall -Wstrict-prototypes -Wa,-ahlms=$(<:.c=.lst)

これで最適化ﾚﾍ゙ﾙ1に設定されます。変更前の最適化指示sはｺーﾄ゙ ｻｲｽ゙最適化を指示しています。より詳細な情報はavr-gccの
manを参照してください。

構築情報の解除

重要注意:�新しい設定で構築を行う場合、直前の構築情報を削除する必要があります。これを行わないと、makeはﾒｲｸ ﾌｧｲﾙ内�
� の変更を検出するように設定されていないため、再構築の必要がないと判断してしまいます。これらのﾌｧｲﾙを手動で�
� 解除する代わりに、AVR Studio内で新規対象(Target)を追加し、構築情報を消去します。

■�AVR Studioのﾌ゚ﾛｼ゙ｪｸﾄ ｳｨﾝﾄ゙ｳ内のTarget: �
�debugを右ｸﾘｯｸし、ﾒﾆｭーからTarget->add...�
�を選択すると、Add New Targetﾀ゙ｲｱﾛｸ゙が現�
�れます。Name:欄に新規対象としてcleanを入�
�力し、Copy settings from:欄のﾄ゙ﾛｯﾌ゚ ﾀ゙ｳﾝ �
�ﾘｽﾄからDebugを選択します。

■�ﾌ゚ﾛｼ゙ｪｸﾄ ｳｨﾝﾄ゙ｳの対象ﾄ゙ﾛｯﾌ゚ ﾀ゙ｳﾝ ﾘｽﾄか�
�ら対象cleanが利用可能になります。

■�この対象(Target: clean)を選択し、右ｸﾘｯｸか�
�らsettings...を選択します。

■�これで対象Debugから設定が継承されたこ�
�とが判ります。ﾊ゙ｯﾁ ﾌｧｲﾙ名の後にｷー ﾜー ﾄ゙ �
�cleanを追加します。

■�対象cleanを構築します。

これでﾒｲｸ作業での作成物が一掃されます。
cleanはavr-gcc内に含まれるavr-makeﾒｲｸ 
ﾌｧｲﾙ内で定義された対象(Target)です。この
ﾌｧｲﾙについては付録Aを参照してください。

■�対象をDebugに戻します。

■�再構築後、AVRにﾌ゚ﾛｸ゙ﾗﾑ(書き込み)し、結�
�果を確認してください。

何れかの変更を行わずに一度を越えてこの
ﾌ゚ﾛｼ゙ｪｸﾄの再構築を行おうとしても、単にmake
の構築が失敗するだけです。これはmakeが
makefileを通して行われ、如何なる時もﾌ゚ﾛｼ゙ｪｸﾄの再構築に必要な部分のみを再構築するように設定されているためです。その
ため、makeが最新の出力ﾌｧｲﾙでないと認識した場合に、すべてのものを再構築すると判断されます。しかし、ﾒｲｸ 
ﾌｧｲﾙ(makefile)自体は個別のものとしてﾌ゚ﾛｼ゙ｪｸﾄに含まれていませんので、このﾌｧｲﾙの変更では自動的に再構築されるように
はなりません。然しながら、ｿーｽ ﾌｧｲﾙの変更には対応しますので、充分合理的です。

■�ﾌ゚ﾛｼ゙ｪｸﾄを保存します。

⇒
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AVR Studioでの.coffﾌｧｲﾙによるﾃ゙ﾊ゙ｯｸ゙

avr-gccが生成する.objﾌｧｲﾙには、AVR Studioで行うﾃ゙ﾊ゙ｯｸ゙中の変数監視に必要な情報が含まれていません。標準gccの
.elfﾌｧｲﾙには、この全ての情報が含まれていますが、AVR StudioがこのELF形式をｻﾎ゚ ﾄーしていません。しかし、変数監視ができ
るCOFF形式がｻﾎ゚ ﾄーされています。

これに対応するAVRfreaks.net登録ﾕー ｻ゙のFlavio Gobber作のELF→COFFｺﾝﾊ゙ ﾀーがあります。これは利便性を考慮し、2001 
1203a以降のAVRfreaksの配布版avr-gccに統合され含まれています。これらの配布版では作業ﾌｫﾙﾀ゙に.cofﾌｧｲﾙが出力される
ように設定されています。単にAVR Studio内にこの.cofﾌｧｲﾙを開くことで、ﾌ゙ﾚーｸﾎ゚ｲﾝﾄや監視項目の追加や削除が行えます。

参考:�Elf2coffはAVRfreaks.net(http://www.avrfreaks.net/AVRGCC/download.php)からでも取得できます。この場合、そのまま�
� ではavr-gccで使用できませんので、付録Bを参照して設定を行わなければなりません。

例:�gcctest1ﾌ゚ﾛｼ゙ｪｸﾄの構築成功後、ﾌ゚ﾛｼ゙ｪｸﾄ ﾌｫﾙﾀ゙内に出力された.cofﾌｧｲﾙを開きます。

■�少しの擬似命令と多くのｱｾﾝﾌ゙ﾘ ｺー ﾄ゙の.coffの内容が表示される新規�
�ｳｨﾝﾄ゙ｳが現れ、ﾌ゚ﾛｼ゙ｪｸﾄ ｳｨﾝﾄ゙ｳが隠されます。

■�Simulator optionsﾀ゙ｲｱﾛｸ゙が現れますので、ﾃ゙ﾊ゙ｲｽ(Device)、ｸﾛｯｸ周波�
�数(Frequency)を選択します。

■�ﾌ゚ﾛｼ゙ｪｸﾄを再開し、Cのｿーｽ ﾌｧｲﾙをﾀ゙ﾌ゙ﾙｸﾘｯｸして開きます。

■�main関数の次の行までｽｸﾛーﾙします。

�� outp(0xff,DDRB);

■�F9ｷー を押下し、ここにﾌ゙ﾚーｸﾎ゚ｲﾝﾄを設定します。

■�ﾒﾆｭーﾊ゙ のーWatchからAdd watchを選択し、Watchesｳｨﾝﾄ゙ｳを開き、右�
�ｸﾘｯｸでledを監視項目に追加します。

■�Shift+F5ｷー 押下でﾃ゙ﾊ゙ｯｸ゙のﾘｾｯﾄを行うと、有効なｳｨﾝﾄ゙ｳがcoffﾌｧｲﾙ �
�ｳｨﾝﾄ゙ｳに変更されます。F5ｷー 押下で実行すると、有効なｳｨﾝﾄ゙ｳが�
�ｿーｽ ｺー ﾄ゙ ｳｨﾝﾄ゙ｳに変更され、上記で指定した行で一時停止します。

■�F10ｷー 押下で1命令実行を行うと、監視変数ledが0x01･･･と変化しま�
�す。

以上がavr-gccとAVR StudioによるAVRﾌｧﾐﾘの開発法です。本資料の各段階を通して提供された設定で、暫くの間は充分でしょ
う。例となるgcctest1～9の実行や、http://www.avrfreaks.net/AVRGCC/からﾀ゙ｳﾝﾛー ﾄ゙できるRich NeswoldのAVRﾏｲｸﾛｺﾝﾄﾛーﾗ
用GNU開発環境(GNU development Environment for AVR micro-controller)が良き導入、参考となります。

多くのﾌ゚ﾛｼ゙ｪｸﾄを組み合わせる作業を開始する場合や、より多くの経験を積むと、この設定の変更や拡張が必要になるかもしれ
ません。その時には多分、必要な変更や調整の方法についての多くを知ることになります。

最後に、

■�AVRﾏｲｸﾛｺﾝﾄﾛーﾗ用GNU開発環境(GNU development Environment for AVR micro-controller)を未だ入手していない場合は、�
�直ぐに入手してください。

■�AVRfreaks.netのAVRﾌｫーﾗﾑを度々訪れてください。

© AVRfreaks.net 2001.
本書の内容は如何なるものも保証するものではありません。最新の情報はhttp://www.avrfreaks.net/AVRGCC/を参照してくだ
さい。

本書中の製品名などは、一般的に商標です。

本書はAVRfreaks.net提供のAvr-gcc/AVRstudio beginners guide(avrgcc_studio.pdf 2001/12/14)の翻訳日本語版です。記述形
式は一般の説明調に変更してあります。日本語では不自然となる重複する形容表現は省略されている場合があります。日本語
では難解となる表現は大幅に意訳されている部分もあります。必要に応じて一部加筆されています。ﾍ゚ ｼー゙割の変更により、原本
よりﾍ゚ ｼー゙数が少なくなっています。

青字の部分はﾘﾝｸとなっています。一般的に赤字の0,1は論理0,1を表します。その他の赤字は重要な部分を表します。

© HERO 2002.
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付録A: avr-makeﾌｧｲﾙ

以下のﾘｽﾄはavr-makeﾌｧｲﾙの内容です。このﾌｧｲﾙは2000年1月にVolker Othが作成したmake1～2ﾌｧｲﾙを元に作られました。
このﾌｧｲﾙは、配布版avr-gccがc:¥avrgccﾌｫﾙﾀ゙にｲﾝｽﾄーﾙされた場合、c:¥avrgcc¥avrfreaksﾌｫﾙﾀ゙にあります。簡単な参照情報
が(BLOCK 1･･･)などのBLOCK識別で、このﾌｧｲﾙ内に挿入されています。各ﾌ゙ﾛｯｸの説明は後で行います。これらを通して読む
ことで、この動作の幾つかの概念を容易に得ることができます。

#------------------ START OF FILE -------------------------------------------------
# GCC-AVR standard Makefile part 3
# Based on Volker Oth's makefiles of jan.2000
# Modified and merged by AVRfreaks.net for smoother integration with AVR Studio,
# and easier comprehension for the average user (nov.2001). Minor errors corrected.
# ---------------------------------------------------------------------------------

###### BLOCK 1) define some variables based on the AVR base path in $(AVR) #######

� CC = avr-gcc
� AS = avr-gcc -x assembler-with-cpp
� RM = rm -f
� RN = mv
� OUT = coff
� ELFCOF = elfcoff
� CP = cp
� BIN = avr-objcopy
� SIZE = avr-size
� INCDIR = .
� LIBDIR = $(AVR)/avr/lib
� SHELL = $(AVR)/bin/sh.exe

###### BLOCK 2) output format can be srec, ihex (avrobj is always created) #######

� FORMAT = ihex

###### BLOCK 3) define all project specific object files ######

� OBJ = $(ASRC:.s=.o) $(SRC:.c=.o)
� CPFLAGS += -mmcu=$(MCU)
� ASFLAGS += -mmcu=$(MCU)
� LDFLAGS += -mmcu=$(MCU)

###### BLOCK 4) this defines the aims of the make process ######

all:�$(TRG).obj $(TRG).elf $(TRG).hex $(TRG).cof $(TRG).eep $(TRG).ok

###### BLOCK 5) compile: instructions to create assembler and/or object files from C source ######

%.o : %.c
� � $(CC) -c $(CPFLAGS) -I$(INCDIR) $< -o $@
%.s : %.c
� � $(CC) -S $(CPFLAGS) -I$(INCDIR) $< -o $@

###### BLOCK 6) assemble: instructions to create object file from assembler files ######

%.o : %.s
� � $(AS) -c $(ASFLAGS) -I$(INCDIR) $< -o $@

###### BLOCK 7) link: instructions to create elf output file from object files ######

%.elf: $(OBJ)
� � $(CC) $(OBJ) $(LIB) $(LDFLAGS) -o $@

###### BLOCK 8) create avrobj file from elf output file ######

%.obj: %.elf
� � $(BIN) -O avrobj -R .eeprom $< $@

次ﾍ゚ ｼー゙へ続く
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###### BLOCK 9) create bin (.hex and .eep) files from elf output file ######

%.hex: %.elf
� $(BIN) -O $(FORMAT) -R .eeprom $< $@

%.eep: %.elf
� $(BIN) -j .eeprom --set-section-flags=.eeprom="alloc,load" --change-section-lma .eeprom=0 -O $(FORMAT) $< $@

%.cof: %.elf
� $(ELFCOF) $< $(OUT) $@ $*.sym
� $(CP) $(OUT)¥$@ .
� $(CP) $(OUT)¥¥*sym .
� $(CP) $(OUT)¥¥*S .

###### BLOCK 10) If all other steps compile ok then echo "Errors: none" ######

%ok:
� $(SIZE) $(TRG).elf
� @echo "Errors: none"

###### BLOCK 11) make instruction to delete created files ######

clean:
� $(RM) $(OBJ)
� $(RM) $(SRC:.c=.s)
� $(RM) $(SRC:.c=.lst)
� $(RM) $(TRG).map
� $(RM) $(TRG).elf
� $(RM) $(TRG).cof
� $(RM) $(TRG).obj
� $(RM) $(TRG).a90
� $(RM) $(TRG).hex
� $(RM) *.bak
� $(RM) *.log

size:
� $(SIZE) $(TRG).elf

#------------------ END OF FILE --------------------------------------------------------------------

注:�ｺﾏﾝﾄ゙に先行するﾀﾌ゙(TAB)は、makeﾕー ﾃｨﾘﾃｨが依存関係からｺﾏﾝﾄ゙を認識するための重要な要素ですので、削除しないよう�
� に注意してください。逆に変数宣言内の余分な空白(ｽﾍ゚ ｽー)などは削除してください。これらは、実行できない、またはﾊ゚ﾗﾒーﾀ�
� が認識されないなどの原因となる可能性があります。
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-------- begin --------

C:¥avrgcc¥gcctest¥gcctest1¥>make
avr-gcc -c -g  -Os -Wall -Wstrict-prototypes -Wa,-ahlms=gcctest1.lst -mmcu=at90s8515 -l. gcctest1.c -o 
gcctest1.o
avr-gcc  gcctest1.o  -Wl,-Map=gcctest1.map,--cref -mmcu=at90s8515 -o gcctest1.elf
avr-objcopy -O avrobj -R .eeprom gcctest1.elf gcctest1.obj
avr-objcopy -O ihex -R .eeprom gcctest1.elf gcctest1.rom
elfcoff gcctest1.elf coff gcctest1.cof gcctest1.sym
Ended
cp coff¥gcctest1.cof .
cp coff¥¥*sym .
cp coff¥¥*S .
avr-objcopy -j .eeprom --set-section-flags=.eeprom="alloc,load" --change-section-lma .eeprom=0 -O ihex 
gcctest1.elf gcctest1.eep
Errors: none
-------- end --------

STK500でのAVRﾌ゚ﾛｸ゙ﾗﾐﾝｸ゙

STK500開発ｷｯﾄ梱包を解き、ｲﾝｽﾄーﾙし、障害対策の手助けを行うこ
とはこの資料の範囲外です。この件で問題を抱えている場合、2001年
12月にSean Ellisにより書かれたAVRfreaks.net上の記事を参照してく
ださい。但し、その前に以下の項目の確認を常に行ってください。

■�STK500が正しく接続され、電源が入っていることを確認します。

■�本ﾌ゚ﾛｼ゙ｪｸﾄ用に10ﾋ゚ﾝ ｼ゙ｬﾝﾊ゚ ｹー ﾌ゙ﾙでPORTBとLEDSｺﾈｸﾀを接続�
�します。

AVRﾃ゙ﾊ゙ｲｽ内に新しく作成したｺーﾄ゙を設定するために、AVR Studioの
ﾂー ﾙﾊ゙ 上ーのAVRﾁｯﾌ゚表示ｱｲｺﾝをｸﾘｯｸするか、ﾒﾆｭー ﾊ゙ のーToolsの
ﾒﾆｭーからSTK500/...を選択し、STK500ﾀ゙ｲｱﾛｸ゙を開きます。

■�多分、多くの設定が既定値のままになります。

■�ﾃ゙ﾊ゙ｲｽに正しいﾊ゙ｲﾅﾘが設定されることを確認します。ﾀ゙ｲｱﾛｸ゙ ﾎ゙ｯ �
�ｸｽのFlash欄にﾌ゚ﾛｼ゙ｪｸﾄ ﾌｫﾙﾀ゙内のgcctest1.hexを指定します。閲覧�
�ﾎ゙ﾀﾝでの選択で対応ﾌｧｲﾙが見えない場合は、ﾌｧｲﾙ形式のﾄ゙ﾛｯﾌ゚ �
�ﾀ゙ｳﾝ ﾘｽﾄからother filesを選択します。

■�Programﾎ゙ﾀﾝをｸﾘｯｸします。

■�ﾀ゙ｲｱﾛｸ゙下側のﾃｷｽﾄ ﾎ゙ｯｸｽの出力で、全てが正常に完了したことを�
�確認します。

STK500基板上のLEDは、再びｸﾘｽﾏｽがやって来たように点滅する筈
です。正常に動作しない場合、ｺﾝﾊ゚ｲﾗの最適化ﾚﾍ゙ﾙに起因する可能
性があります。

内容説明

 Block 1

この部分では、make動作で必要なﾕー ﾃｨﾘﾃｨやﾌｫﾙﾀ゙の幾つかの付加的な位置を指定します。c:avrgccにｲﾝｽﾄーﾙした場合の変
数AVR呼び出しに対する再呼び出しは次のように記述します。

� LIBDIR = $(AVR/avr/lib)

これは単に変数LIBDIRにc:¥avrgcc¥avr¥libを設定するだけです。この部分は設定における基準点を変更する唯一の部分で
す。

 Block 2

ﾊ゙ｲﾅﾘ出力形式ｵﾌ゚ｼｮﾝとして、INTEL HEX形式を設定します。

 Block 3

最初の行は、含まれるすべてのｿーｽ ﾌｧｲﾙ(ｱｾﾝﾌ゙ﾘ、C言語の両方)から作成されるｵﾌ゙ｼ゙ｪｸﾄ名を定義します。これらはmakefile内
で使用されます。同様に$(MCU)変数は、makefile内で設定されるAVRﾏｲｸﾛｺﾝﾄﾛーﾗの種類(例えばAT90S8515)です。

 Block 4

この行では生成する一連の対象ﾌｧｲﾙ(.obj, .elf, .hexなど)を指示します。ﾌｧｲﾙの順番は任意ですが、ﾒｲｸ ﾌｧｲﾙ内の次の部分は
違います。

 Block 5

この部分は2行で1つの意味を表し、最初の行が対象：依存元を示し、規定で呼び出される行です。次の行がmake規定のｺﾏﾝﾄ゙で
す。すべてのｺﾏﾝﾄ゙に先行するﾀﾌ゙(TAB)は、ﾒｲｸ動作における識別ですので、このﾀﾌ゙がない場合、そのｺﾏﾝﾄ゙は省かれ実行され
ません。

ここではすべての.cﾌｧｲﾙに対応する.oﾌｧｲﾙの依存を規定します。%はﾜｲﾙﾄ゙ｶー ﾄ゙(全てを表現)です。従って、次行はすべての
.cﾌｧｲﾙを対応する.oﾌｧｲﾙにｺﾝﾊ゚ｲﾙすることを指示します。

� %.o : %.c
� � $(CC) -c $(CPFLAGS) -I$(INCDIR) $< -o $@

$<と$@はmakeの自動化変数で、各々依存元ﾌｧｲﾙ名、本規定の対象ﾌｧｲﾙ名の意味になります。本規定の対象はｵﾌ゙ｼ゙ｪｸﾄ 
ﾌｧｲﾙ.oになります。従って、本行実行時にｿーｽgcctest1.cがgcctest1.oにｺﾝﾊ゚ｲﾙされます。

 Block 6

これは上記同様のｱｾﾝﾌ゙ﾘ言語のｿーｽ ﾌｧｲﾙ用の規定です。

注:�avr-gccがCのｿーｽ ﾌｧｲﾙのｺﾝﾊ゚ｲﾙ時に$(AS)変数として他の擬似命令と共に呼び出すため、他のﾌﾗｸ゙が含まれる場合があ�
� ります。

次からの数ﾌ゙ﾛｯｸ(Block)は同様の規定です。

 Block 10

すべての規定はﾌｧｲﾙ内に現れた順番で順に処理されます。処理が中止せず、ここに到達したならば、すべてが完了したことに
なります。従ってAVR StudioにError: noneを通知します。この部分はAVR Studioが直前までの段階を正常に完了したことを認識
するために必要です。更にavr-size.exeを呼び出し、実行します。この出力はelfﾌｧｲﾙの容量ですので、これからﾌ゚ﾛｸ゙ﾗﾑ(ｺー ﾄ゙)変
更による結果のｺーﾄ゙容量が分かります。

 Block 11

これらの幾つかの対象物は現実の対象ﾌｧｲﾙを持たないため、完全な型規則の対象：依存元形式に対応していません。これらの
規定の結果として、現実のﾌｧｲﾙは構築されません。このような規定を偽規定と呼びます。これらの呼び出し時、この規定に対応
する全てのﾌｧｲﾙが削除されますので、構築の最初などに使用します。この部分は自動的に実行されませんので、make cleanの
ように明示的に呼び出し、実行します。

Block4の記述が完全なﾒｲｸ処理の定義となる既定で、特別な呼び出しがない場合、常に実行されます。これも擬似対象です。依
存関係の1つとしてcleanを含めることで、中間ﾌｧｲﾙの削除などが行えます。

注:�変更(例えばmakefile内のｺﾝﾊ゚ｲﾗ ﾌﾗｸ゙の変更)を行った場合、完全な再構築が必要です。しかし、makefileは何れのﾌ゚ﾛｼ゙ｪｸﾄ�
� の依存関係も共通に考慮しないので、これに何れの規定も含めることはできません。

例えば、上記のBlock5と6内にｱｾﾝﾌ゙ﾗとｵﾌ゙ｼ゙ｪｸﾄ ﾌｧｲﾙに対し、依存関係として含めると、全部のﾌ゚ﾛｼ゙ｪｸﾄは常にmakefileが変更
されたとして(例えば、いつもmakefileがｿーｽ ﾌｧｲﾙやｵﾌ゙ｼ゙ｪｸﾄ ﾌｧｲﾙより新しいとmakeに通知され)構築されます。これは普通では
ありません。

makefile内を変更した場合に、最も簡単で安全なのは、全てのﾌ゚ﾛｼ゙ｪｸﾄに対してmake claenを実行してﾌｫﾙﾀ゙を一掃し、makeで構
築し直すことです。windows環境で作業中の場合は、makeの手動操作により、すべてのﾌｧｲﾙ(Block11の全ての拡張子)を削除す
ることもできます。
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付録B: AVR Studioとmakeでのelf2coff用設定

gcc標準の.elfﾌｧｲﾙは､ﾃ゙ﾊ゙ｯｸ゙時の変数監視用の全情報を含んでいますが、AVR StudioはELF形式をｻﾎ゚ ﾄーしていません。しか
し、変数監視可能なCOFF形式がｻﾎ゚ ﾄーされています。.elfから.cofへの変換は、AVRfreaksﾕー ｻ゙のFlavio Gobber作のElf2Coff 
ﾕー ﾃｨﾘﾃｨで行えます。このﾌｧｲﾙは、ﾃ゙ﾊ゙ｯｸ゙用にAVR Studio内へ直接読み込めます。

AVR Studioとavg-gccでのElf2Coff実行用の設定は、どうすればよいかが判れば、非常に難しい訳ではありません。これが難し
いようでしたら、やり方の情報(知る限り、AVRfreaks.netのAVR-GCCﾌｫーﾗﾑの単独のｿーｽ)を入手してください。これは編集され
ており、快適さと便利さを提供します。

注:�AVRfreaks.netから2001年12月3日以降の配布版avr-gccを既にﾀ゙ｳﾝﾛー ﾄ゙している場合は、Elf2Coffが既に統合され含まれて�
� いますので、これ以降を続行する必要はありません。Coffﾌｧｲﾙはﾌ゚ﾛｼ゙ｪｸﾄ ﾌｫﾙﾀ゙へ自動的に出力されます。以降の使用方法�
� は、AVR Studioの.coffﾌｧｲﾙでのﾃ゙ﾊ゙ｯｸ゙を参照してください。

設定方法

■�www.AVRfreaks.net/AVRGCCからElf2Coffをﾀ゙ｳﾝﾛー ﾄ゙します。

■�何れかのﾌｫﾙﾀ゙に解凍(Unzip)します。

■�解凍後構成を調べます(右図参照)。重要な部分はavrgccﾌｫﾙﾀ゙です。

■�このﾌｫﾙﾀ゙下のｻﾌ゙ﾌｫﾙﾀ゙も含め、avr-gccをｲﾝｽﾄーﾙしたﾌｫﾙﾀ゙(例えば�
�c:¥avrgcc¥)にｺﾋ゚ー します。4つのｻﾌ゙ﾌｫﾙﾀ゙を含む新しいﾌｫﾙﾀ゙ (例えの場�
�合、c:¥avrgcc¥avrgcc¥)ができます。

■�¥elfcoff¥avrgcc¥binﾌｫﾙﾀ゙のelfcoff.exeﾌｧｲﾙを、avr-gccをｲﾝｽﾄーﾙした�
�ﾌｫﾙﾀ゙下の¥binﾌｫﾙﾀ゙(例えばc:¥avrgcc¥bin)内にｺﾋ゚ー します。

avr-makeﾌｧｲﾙ内の幾つかを変更しなければなりません。(付録A参照)

■�Block1内に次の行を追加します。(注) この部分の他の行に合せてﾀﾌ゙ �
�(TAB)を使用します。

� � ELFCOF = elfcoff
� � OUT = Coff
� � CP = cp

■�Block4内に.cof対象ﾌｧｲﾙ$(TRG).cofを追加します。追加後の行は次のようになります。

� all: $(TRG).obj $(TRG).elf $(TRG).cof $(TRG).hex $(TRG).eep $(TRG).ok

■�Block9内に次の新規定を追加します。(注) ﾀﾌ゙(TAB)に注意。

� %.cof: %.elf
� � $(ELFCOF) $< $(OUT) $@ $*sym
� � $(CP) $(OUT)¥$@ .
� � $(CP) $(OUT)¥¥*sym .
� � $(CP) $(OUT)¥¥*S .

■�最後にBlock11のclean:内に次行を追加します。

�� $(RM) $(TRG).cof

注:�ﾒｲｸ ﾌｧｲﾙにｷー ﾜー ﾄ゙を追加する場合、不必要なすべてのｽﾍ゚ ｽーを省くことに注意してください。不慮のﾀﾌ゙やｽﾍ゚ ｽーは、make�
� 作業が失敗する原因になります。この結果のｺﾝﾊ゚ｲﾗ出力は以下のようになります。

-------- begin --------
C:¥WINDOWS¥Desktop¥AVRprojects¥testgcc¥gcctest1>make
avr-gcc -c -g  -Os -Wall -Wstrict-prototypes -Wo,-ahlms=gcctest1.lst -mmcu=At90s8515 -I, gcctest1.c -o gcctest1.o
avr-gcc gcctest1.o  -Wl,-Map=gcctest1.map,--cref -mmcu=at90s8515 -o gcctest1.elf
avr-objcopy -O avrobj -R .eeprom gcctest1.elf gcctest1.obj
elfcoff gcctest!.eLf Coff gcctest1.cof gcctest1.sym
Ended
cp Coff¥gcctest1.cof .
cp Coff¥¥*sym .
cp Coff¥¥*S .
avr-objcopy -O ihex -R .eeprom gcctest1.elf gcctest1.rom
avr-objcopy -j .eeprom --set-section-flags=.eeprom="alloc,load" --change-section-lma .eeprom=0 -O ihex gcctest1.elf gccte...
Errors: none
-------- end --------
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